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国際ソロプチミストアメリカは、大震災と津波で被災した日本の女性と女児を支援するために66,000ドルを提供しています。

2011年12月26日

問い合わせ先：広報マネジャー、カマリ・ブルックス


     （米国）215-893-9000 内線130, kamali@soroptimist.org  


米国ペンシルバニア州フィラデルフィア—一連の災害（マグニチュード9の巨大地震、高さ20.4メートルに達する津波、その後一ヶ月もしないうちにさらに7.4マグニチュードの地震が続きました）が東日本に甚大な被害をもたらしてから数ヶ月が経ちましたが、人々はいまだにその生活を再建するのに苦労しています。女性と女児の生活向上のために活動する、ビジネス・専門職に従事する女性による国際ボランティア団体であるソロプチミストは、その再編プロセスをお手伝いしたいと願っています。

ソロプチミストは先頃、国際ソロプチミスト昭島クラブを通じて岩手県岩泉町小本地区に、災害で大きく損壊した保育園に代わる仮保育園舎を開設するのを支援するべく、「女性と女児のためのソロプチミスト災害援助金」約6,600ドルを提供しました。援助金は、保育園を必要としている働く女性たちに恩恵をもたらします。

「ソロプチミスト災害援助金」は、１件1,000ドルから20,000ドルの範囲で提供され、最近日本を襲った災害など、自然災害や戦争で被害を受けた女性や女児を支援するものです。

「保育園は現在、『小本農村婦人の家』を間借りして再開されていますが、地域は津波浸水区域外ではなく安全とは言えません。部屋数がないので子供たちが１つの部屋で過ごしており、庭もなく屋外で遊ぶこともできません。でも新しい保育園を建設するには時間がかかります」と昭島クラブの勝野仙香会長は言います。「ですので、仮保育園を開きたいのです。災害後、以前よりもっと働かなくてはならない母親もいます。仕事をしている間に安心して子供を預けられる場所をつくることはとても大切です」。クラブは、コンピューター、プリンター、遊具などを支給し、子供たちに安全な場所を提供するのを支援する予定です。 「保育園は、子供たちに希望と幸せを与える復興のシンボルになると信じています。また、子供たちの笑顔は、母親に愛情と穏やかな気持ちをもたらすことでしょう」と勝野会長は話しています。
日本には、520のソロプチミストクラブ、約12,430人のソロプチミスト会員がいます。昭島クラブ以外にも、日本のソロプチミスト・クラブは、災害時に圧倒的に深刻な被害を受ける女性と女児を支援し、復興を応援する活動を行なっています。以下は、他のソロプチミスト・クラブが、総額60,000 ドル近くの「ソロプチミスト災害援助金」を使って取り組んでいる女性と女児の支援プロジェクトの例です。

国際ソロプチミスト福島クラブの会員たちは、1986年以来、地域の女児の進学を支援すべく奨学金を提供してきました。今回の地震により、多くの女児が両親、家、財産を失いました。クラブは、将来が見えない困難な状況の中で、これらの女児が安定と希望を取り戻せるようにする支援プロジェクトに、19,500ドルの援助金を受け取りました。援助金は、被災した女子高校生４人に配分され、彼女たちの学業の継続を支えています。 

国際ソロプチミスト仙台クラブの会員たちは、避難所での生活を余儀なくされている女性たちの隠れたニーズや懸念に対処しました。クラブは援助金20,000ドルを受け取り、避難所にいる女性のために衛生用品やその他必要な物資を調達・提供するために使いました。会員は、地元でサロンを開催し、茶道、手芸教室、ハンドマッサージなどを用意して、リラックスできる環境で被災者の悩みなどの聞き取りを行いました。クラブはまた、女性の就労機会を作り出すために、女性の人権や経済的自立に関して経験のある団体と連携しました。 

国際ソロプチミスト日本東リジョンは、20,000ドルの援助金を、災害後には女性に対する性犯罪や暴力が増えるという事実を啓発するために使いました。会員は、人身取引やその他の形態の女性に対する暴力の問題に取り組んでいる団体「ポラリス・プロジェクト・ジャパン」と連携しました。共同で、ホットライン・カード５万枚を印刷し、被災地の女性と女児に配布しました。さらに、電話をかけることのできない子供たちのためにアラーム１千個、また、せっけん、クリーム、汗ふきシートなどの支援物資2,500個の配布しました。

国際ソロプチミストアメリカのパット・ドノヒュー会長は、「日本のクラブは、近年のおける最大の惨事の一つの後で、女性と女児を助けるために力を尽くしています。女性と女児は、災害時に特に脆弱な状況におかれます。女性と女児は、機動力がなく、資源へのアクセスも不足しがちですが、家族の世話をする責任は増します。そして身体的な危険にもさらされます。ソロプチミストの災害援助金は、災害時に女性と女児が直面する障害をやわらげ、生きるために必要な資源を入手しやすくします」と述べています。

ソロプチミストは長年にわたり、災害が女性と女児にもたらす圧倒的な影響に関心を寄せてきました。災害援助金の提供に加え、ソロプチミストは、女性政策研究所（Institute for Women’s Policy Research）が実施した調査研究「嵐の後の女性たち：カトリーナ被災後のニューオリンズおよび湾岸地域の女性の現実を検証する（英文）」（http://www.soroptimist.org/whatwedo/programs.html#DisasterReliefFund）にも資金提供しています。研究は、ハリケーン・カトリーナ後の長引く後遺症のせいで、女性がいまだに健康、安全、経済的安定の面で特異な困難に遭遇し、それが今も続いていること、性的暴行やドメスティックバイオレンスにさらされる危険が高まったこと、そして災害後、生活を再建する際に男性よりもより大きな経済的障害に直面していること、を明らかにしました。
米国ペンシルバニア州フィラデルフィアに事務局を置くソロプチミストは、社会的、経済的エンパワーメントを通じて女性と女児の生活向上に取り組むクラブから成る慈善活動を行う連合体です。20カ国・地域に3万７千人の会員がいます。ソロプチミストの主要プログラム「ソロプチミスト女性に機会を与える賞」では、教育や訓練を通じて生活を向上させようとしている女性に現金の賞金を提供しています。ソロプチミストはまた、女性とその夢の持つパワーを称える「夢を生きるキャンペーン」を主催しています。キャンペーンのホームページLiveYourDreamCampaign.org を訪れてください。
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プレス・リリース：日本の被災者へのソロプチミストの支援 














